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億円水俣病の治療向上に関する研究調査

事業目的・概要等
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平成28年度要求額
26百万円（18百万円）

１．高度先端医療等による治療、及び既成薬を転用した治療に向けた基礎研究を
進め、水俣病治療ガイドラインを作成、周知することで水俣病患者の生活の質
（QOL）が改善されることが期待される。

２．治療ガイドラインを活用することで、小規模金採掘等による途上国における
被害拡大防止に役立つことが期待される。

１．近年、神経内科、機能外科分野での新たな治療法が急速に進展した
ことから、それらを用いてこれまで有効な治療法がなく積極的な治
療や病態評価のなされなかった水俣病の治療効果の検証を行い、治
療ガイドラインを作成する。

２．既に血管疾患等の治療薬として実用化されている酵素阻害剤を転用
した水俣病症状の改善を図る治療法の実用化に向けた基礎研究を進
める。

１．水俣病発生地域の医師会、医療機関、福祉施設等の有識者による治療ネット
ワークの構築、及び高度先進医療に関する知見を有する専門医から構成される
有識者検討班の設置により、水俣病患者のデータベースを作成した後、水俣病の
治療効果の検証を行い、治療ガイドラインを作成する。

２．酵素阻害剤を用いた水俣病治療の実用化に向けた動物実験等の基礎研究を促進し、
治療法の実用化に向けた基礎研究を進める。

国立水俣病総合研究センター

水俣病治療のためのネットワーク

最新の医療
情報を提供

患者情報の
提供

病態把握の
検討

患者の病歴、これまでの検査所見、
治療歴精査：筋電図、脳磁計、ＭＲＩ等

酵素阻害剤の治療効果の検証
→実用化へのステップアップ

治療法の研究

疫学的観点からのアプローチ

水俣病患者のデータベースの
作成・情報管理

水俣病患者の病像の記録

治療法の検討・選択
ボツリヌス治療、バクロフェン治療、
磁気刺激治療、脳深部刺激治療 等

治療の実施および効果評価

パイロットスタディー

水俣病の治療向上に関する検討班

治療ガイドラインの作成

水俣病患者のQOL
の改善

途上国被害
拡大防止への貢献

水俣病発生
地域の神経内科
◆水俣市立総合
医療センター等

水俣病患者
支援施設

◆ほっとはうす等

水俣・出水
保健所

国立水俣病総合
研究センター
（治療に向けた基
礎研究）

高度先進医療に関する知見を
有する専門医から構成される
有識者検討班
（水俣病の治療向上に関する検討班）

委託

・水俣病患者の治療法の検討
・治療効果の評価
・治療ガイドラインの作成


